
 

 

 

 

 

 
 

実施主体 人間福祉学部 人間福祉基礎演習Ⅱ 大藪クラス 

実施内容 「たのしみん祭」（令和 5 年 10 月 21 日）でのオレンジリボン周知活動 

➀事前に取り組んだ内容 
人間福祉学部 2 年次の人間福祉基礎演習Ⅱにおいて、グループごとにオレンジリボン

について調べ、本学が地域と共催して行う「たのしみん祭」来場者への周知方法を考えた。 

 

②実施期間に取り組んだ具体的内容 
 来場者にオレンジリボンを結んでもらう「オレンジリボンの木」 

学生が作成したオレンジリボンのバッジ、オレンジリボン運動紹介リーフレットの配布 

 オレンジリボンについて知ってもらうためのポスター・掲示物の掲出 

 

③オレンジリボン運動を終えて・・・  ・当日の展示の様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・完成したオレンジリボンの木 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 来場者は、子どもも多いため、オレ

ンジリボンを結ぶと、お菓子をプレゼ

ントする企画とした。小さな子どもが

リボンを結んでいる間に、いっしょに

いる大人に、学生が作成したオレンジ

リボンのバッジと紹介リーフレットを

手渡し、掲示物も使いながら、オレン

ジリボン運動の紹介をした。 

 小さな子どものいる親に対してオレ

ンジリボン運動を紹介する難しさを感

じていたが、リボンを結ぼうとがんば

る子どもの様子をみながらオレンジリ

ボン運動についてお伝えすることで、

抵抗感を少なくすることができた。 

 参加した学生には、福祉専門職をめ

ざしておらず、児童虐待にあまり関心

のない者もいたが、グループでの共同

作業を通じて、すこしずつ関心を持つ

ようになった。この運動を通して、学

生自身が児童虐待という社会問題とそ

の対応に関心を持つきっかけにもなっ

た。 

  

 

【学校名】 http://www.chubu-gu.ac.jp 
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